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あらまし：近年，大学職員の役割は，単なる事務処理を司るだけでなく，「学習支援」という新たな領域に

拡大している．学生が，正課授業もしくは授業以外の時間や場所において主体的に学べるよう，指導や助言

を行うことのできるスキルを身に付けることが必要とされている．本研究では，大学職員向けの e ラーニン

グプログラムを，学習者が実際の対応事例を疑似体験できるようなストーリーを用いたシナリオ型教材とし

て開発し，現場職員による形成的評価を実施した． 
キーワード：e ラーニング，インストラクショナル・デザイン，GBS，学習支援 

 
 
1. はじめに 

近年，大学職員の役割は，単なる事務処理を司る

だけでなく，「学習支援」という新たな領域に拡大し

ている.しかしながら，学生の相談内容の複雑化と多

様化が進む中，現場において，十分な知識とトレー

ニングを経ずに学習支援職務を担当している現状が

あり，大学現場における課題となっている. 
 

2. 研修プログラムの対象者 
本研究における「職員」とは，主に 4 年制大学の

教学（教務）部門において，学生の学習に関する相

談について日常的に対応する者を指すこととし，「学

習支援職務」とは，「学生が，正課授業もしくは授業

以外の時間や場所において主体的に学べるよう，指

導や助言を行うこと」と定義する． 
本プログラムの対象者は，  

(1)大学職員採用後３年未満の者 
(2)学生と直接対応する窓口業務の未経験者 
(3)学習支援職務を担当する部署に新たに着任し

た者 
のすべて，もしくはいずれかの条件に当てはまる

者を対象とした. 
 

3. 研修プログラムの基本設計 
プログラム開発は，ゴールベースシナリオ（GBS）

理論を基本とし，ストーリーを用いたシナリオ型教

材を作成した. 

3.1 ゴールベースシナリオ（GBS）理論の概略 

「ゴールベースシナリオ（GBS）理論」とは，ロ

ジャー C. シャンクにより提唱されたもので，「現実

的な文脈の中で「失敗することにより学ぶ」経験を

擬似的に与えるための学習環境として物語を構築す

るための理論」である(1)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 ゴールベースシナリオ（GBS）理論 
構成要素の関連づけ 

（出典：根本・鈴木 (2005) より引用） 
 

GBS 理論は，ゴール（対象スキル）を学習者に明

示するのではなく，使命を与え，カバーストーリー

や役割といったシナリオの文脈によって，学習者に

使命を達成する必要性を提示することによって，シ

ナリオを読み進めながら，自然に知識やスキルを身

につけて行くような設計が特徴である(1)． 
 

3.2 GBS理論の選択理由 

職員向けの研修においては現場職員の経験に基づ

く事例を取り上げて分析を行い学習する「ケース・

スタディ」の手法を用いることがあるが，学習者が

既存のケースを理解するだけではなく，自身が，考

え，自分自身の経験や既存の知識を活用しながら，
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失敗を経て，自分で自信を持って行動を選択

動的な学習を可能とする理論として

た(2)． 

 

3.3 GBS理論の構成要素 

GBS 理論の構成要素の関連付け(1)

教材における GBS の構成要素を設計した（表
 

表 1 本教材におけるゴールベース

シナリオ（GBS）の構成要素

 

GBS 要素 教材の内容 

シ
ナ
リ
オ
文
脈 

使
命 

・教室外／授業外における

習動機付けを支援すること

・学生が持つ学習に関する問題解決を

支援すること． 

カ
バ
ー 

ス
ト
ー
リ
ー 

・最近，学生が授業を休みがちである

ことや，海外留学プログラムを募集し

ても学生が集まらないことが問題に

なっている． 
・学生の学習意欲をもっと向上させる

仕組みを職員が作る必要がある

役
割 

・転職１年目の大学事務職員

・泉都大学アカデミック・アフェアー

ズ・オフィス配属． 
・学習支援担当として

業務を行う． 

  

学
習
目
標 

・職員が学生の学習支援を行うことの

意義を，根拠を示しながら自分の言葉

で説明することができる

・自分の選択した行動の理由を論理的

に説明できる． 

   

シ
ナ
リ
オ
操
作 

・オフィス窓口での学生対応

・3 ステージに分かれた

沿って読み進める．ストーリー分岐点

では，選択肢のうち１つを選ぶ

・独学，セルフ・ペースト・ラーニン

グを行う． 
・各ステージの最後には

リフレクションを行う

シ
ナ
リ
オ
構
成 

フ
ィ
ー
ド 

バ
ッ
ク 

・ストーリー中で主人公の行動を選ぶ

ことによって異なる結果が提示され

る． 

情
報
源 

外部リンク 
（文部科学省，JASSO
ムページ等） 

自分で自信を持って行動を選択する能

理論として，GBS を選択し

(1)に基づいて，本

の構成要素を設計した（表 1）． 

本教材におけるゴールベース 
）の構成要素 

4. 教材開発と形成的評価
本教材は，職員の採用時期

ーションなどによって，学習支援職務に就く時期が

必ずしも一定しないことを考慮し

環境として e ラーニング形式で提供することとした

テキストだけではなく，場面イメージを想像しや

すくするため，人物（シルエット）を用いたイラス

トを用いることとした（図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 登場人物相関図
 
 
本教材の形成的評価を，勤務

目の職員（学習支援業務の経験は少ない，無し）の

2 名を対象に行った．その結果，経験年数に関わら

ず，教材の使命を理解できたこと，今後自分が学生

と対応する際に気をつけたいことの具体的な記述を

得られたこと，職員の専門性をどのように身に付け

るべきかを考えた，というフィードバックを得た．

これは，教材の「学習目標」として掲げた「

学生の学習支援を行うことの意義を，根拠を示しな

がら自分の言葉で説明することができる」，「自分の

選択した行動の理由を論理的に説明できる」の

をクリアしており，教材の狙いを

考える． 
 
 

5. おわりに 
より多くの職員が力量向上に活

成度についての客観的な指標を提示し，職員自身が

自らの成長を認識できる仕組みを開発したい．
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教室外／授業外における，学生の学

習動機付けを支援すること． 
学生が持つ学習に関する問題解決を

学生が授業を休みがちである

海外留学プログラムを募集し

ても学生が集まらないことが問題に

学生の学習意欲をもっと向上させる

仕組みを職員が作る必要がある． 

転職１年目の大学事務職員． 
泉都大学アカデミック・アフェアー

 
学習支援担当として，窓口対応等の

職員が学生の学習支援を行うことの

根拠を示しながら自分の言葉

で説明することができる． 
自分の選択した行動の理由を論理的

オフィス窓口での学生対応を想定． 
ステージに分かれたストーリーに

ストーリー分岐点

選択肢のうち１つを選ぶ． 
セルフ・ペースト・ラーニン

の最後には，振り返りと

リフレクションを行う． 

ストーリー中で主人公の行動を選ぶ

ことによって異なる結果が提示され

JASSO，関連するホー

教材開発と形成的評価 
職員の採用時期，着任や業務のローテ

学習支援職務に就く時期が

必ずしも一定しないことを考慮し，いつでも学べる

ラーニング形式で提供することとした． 
テキストだけではなく，場面イメージを想像しや

すくするため，人物（シルエット）を用いたイラス

トを用いることとした（図 2）． 

登場人物相関図 

本教材の形成的評価を，勤務 9 年目，勤務 2 ヶ月

目の職員（学習支援業務の経験は少ない，無し）の

名を対象に行った．その結果，経験年数に関わら

ず，教材の使命を理解できたこと，今後自分が学生

と対応する際に気をつけたいことの具体的な記述を

得られたこと，職員の専門性をどのように身に付け

るべきかを考えた，というフィードバックを得た．

これは，教材の「学習目標」として掲げた「職員が

学生の学習支援を行うことの意義を，根拠を示しな

がら自分の言葉で説明することができる」，「自分の

選択した行動の理由を論理的に説明できる」の 2 つ

をクリアしており，教材の狙いをほぼ達成できたと

より多くの職員が力量向上に活用するために，達

成度についての客観的な指標を提示し，職員自身が

自らの成長を認識できる仕組みを開発したい． 
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